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ま
た
、
本
年
は
「
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
を
み
ん
な
で
紡
い
で
実
現
で
き
る
ま

ち…

綾
部
」
を
将
来
都
市
像
と
す
る
第

６
次
綾
部
市
総
合
計
画
の
前
期
５
カ
年

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
後
期
５
カ
年
へ

つ
な
ぐ
、
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

不
確
実
な
時
代
に

地
に
足
の
着
い
た「
綾
部
創
生
」を

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
世
界
各
国

で
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
、
我
が

国
で
も
昨
年
、
新
内
閣
が
発
足
。
国
内

外
と
も
に
流
動
的
な
情
勢
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
み
、
人
手
不

足
や
社
会
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
賃
上
げ
や
設
備
投

資
の
増
加
な
ど
、
経
済
情
勢
に
は
改
善

の
兆
し
も
あ
り
ま
す
が
、
燃
料
・
資
材

価
格
の
高
騰
や
人
材
不
足
が
中
小
企
業

な
ど
地
方
経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
不
確
実
で
不
透
明
な

時
代
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
、
状
況
を
的
確
に
見
極

め
、
主
体
性
と
創
造
性
を
持
っ
て
地
に

足
の
着
い
た
「
綾
部
創
生
」
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
状
況
下
で

持
続
可
能
な
予
算
を
編
成

本
市
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、

「
医
」「
職
」「
住
」「
教
育
・
情
報
発
信
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
種
施
策
を
展
開
。

安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
、
課
題
を
先

送
り
し
な
い
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

本
市
の
財
政
は
、
令
和
５
年
度
決
算

ま
で
６
年
連
続
で
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
を
回
避
し
ま
し
た
が
、
人
件
費

や
医
療
・
福
祉
関
係
経
費
の
増
加
、
物

価
高
騰
の
影
響
で
財
政
需
要
が
増
え
、

市
債
残
高
も
増
加
。
依
然
と
し
て
、
厳

い
に
し
え
か
ら
の
歴
史
を

未
来
へ
継
承

本
年
は
、
綾
部
市
が
昭
和
25
年
８
月

１
日
に
市
制
を
施
行
し
て
75
周
年
。
三

四
半
世
紀
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
い
に

し
え
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

脈
々
と
続
い
て
き
た
長
い
歴
史
を
鑑
み

る
と
、
今
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
ま
ち

を
未
来
に
継
承
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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令和７年度市政運営方針

幸福度と満足度の向上へ
　令和７年度の予算などを審議する市議会３月定例会が、２月25日に開会。山崎善也市長は
この日、新年度の市政運営方針を次のとおり述べました。

所信を述べる山崎市長＝２月25日、本会議で
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で
す
。
ま
た
、
新
た
な
綾
部
市
創
生
総

合
戦
略
の
ほ
か
、
人
権
か
が
や
き
プ
ラ

ン
、
あ
や
べ
っ
子
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
、

地
域
福
祉
計
画
、水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
、

地
域
計
画
な
ど
の
計
画
期
間
も
ス
タ
ー

ト
。
加
え
て
、
令
和
８
年
度
以
降
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
６
次
綾
部

市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定

作
業
も
進
め
ま
す
。

人
口
減
少
「
緩
和
策
」
と

「
適
応
策
」
で
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

全
国
的
に
も
人
口
の
減
少
基
調
が
顕

著
と
な
る
中
、
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク

（
賢
く
縮
む
）
の
考
え
の
下
、
移
住
・

定
住
施
策
を
は
じ
め
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
い
っ
た
人
口
減
少
の
「
緩

和
策
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
機
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

や
効
率
的
な
行
財
政
運
営
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
の
ほ
か
、
地
方
都
市
の
機
能
維
持
に

欠
か
せ
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
、
多
文
化
共
生
な
ど
、
人
口
減
少

社
会
へ
の「
適
応
策
」と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
に
よ
る
施
策
展
開
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
幸
福
度
や
満
足
度
を
高
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、

財
政
規
律
を
保
ち
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

持
っ
て
市
政
の
か
じ
取
り
を
行
い
ま

す
。市

制
施
行
75
周
年
の
節
目
と
し
て
、

改
め
て
現
在
の
本
市
の
姿
を
つ
く
り
上

げ
て
き
た
先
人
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、

今
を
担
う
私
た
ち
の
責
任
で
、
次
世
代

に
う
ま
く
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
け
る
よ

う
「
オ
ー
ル
綾
部
」
で
尽
力
し
ま
す
。

「
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
」、
旧
綾
部
幼

稚
園
を
活
用
し
た
「
こ
ど
も
発
達
支
援

施
設
」、旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
「
新

都
市
公
園
・
あ
や
パ
ー
ク
」の
ほ
か
、「
西

部
地
域
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防

災
拠
点
施
設
」
が
順
次
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
に
も
配
慮
し
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
完
了
す
る
見
込
み

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
や
経

費
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・

府
補
助
金
や
過
疎
対
策
事
業
債
等
の
地

方
債
を
積
極
的
に
活
用
。
一
方
で
、
貴

重
な
基
金
も
大
幅
に
取
り
崩
し
て
お

り
、
厳
し
い
調
整
作
業
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
健

全
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
市
総
後
期
計
画
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

本
年
は
、
市
制
施
行
75
周
年
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
旧
図
書
館
を
活
用
し
た
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パース図

５月にオープン予定の「あやパーク」。まちなかに
新たな憩いの場が誕生します

旧綾部幼稚園を活用した「こども発達支援施設」。一人ひとりの発達に応じて支援します

第６次綾部市総合計画後期基本計画等の策定に当たり、綾部高校
の生徒と福知山公立大学の学生らが意見交換



ホール

給湯室

玄関 ◁ 入口

綾部市老人
クラブ連合会

あやべ
ボランティア
総合センター

綾部市中部地域包括支援センター
・あやべ生活サポートセンター

エレベーター

大会議室中会議室

小会議室

綾部国際
交流協会

エレベーター

綾部市
文化協会

京都綾部
ユニセフ協会

　会議室の空き状況の確認や予約申し込みはイン
ターネットからできますが、事前に利用者情報の
登録が必要です。詳しくは、市民協働課☎（42）
4248へ問い合わせるか、市ホー
ムページに掲載している利用案
内を参照してください。
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ハート交流センターの概要や
予約方法などはこちら

貸
会
議
室
は
３
部
屋

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
重

要
な
役
割
を
担
う
市
民
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
施
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
一
部
鉄
骨
造
２
階
建
て
延
床
面
積
約

６
１
５
平
方
㍍
で
、
事
業
費
は
約
１
億

９
５
０
０
万
円
で
す
。

　
館
内
に
は
、
市
民
団
体
等
が
研
修
や

打
ち
合
わ
せ
、
学
習
活
動
な
ど
に
利
用

で
き
る
大
・
中
・
小
の
貸
会
議
室
３
部

屋
と
市
内
６
団
体
の
事
務
所
を
整
備
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
無
料
で
使
え
る
Ｗ
ｉ

‐

Ｆ
ｉ
も
新
設
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
施
設
の
開
館
に
伴
い
、
あ
や

べ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
本
町
一
丁
目
）

と
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）
は
、
３
月

31
日
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。
長
い
間

ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

市
が
旧
図
書
館
（
新
宮
町
）
を
活
用
し
、
整
備
を
進
め
て
き
た
市
民
活
動

支
援
の
拠
点
施
設
「
市
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
利
用
で
き
る
貸
会
議
室
を
設
け
、
自

主
的
・
主
体
的
な
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

市
民
活
動
の
活
性
化
へ

ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

施設案内
所 在 地　綾部市新宮町91番地
開館時間　午前８時30分～午後10時
休 館 日　年末年始（12月29日～翌年１月３日）
主な機能　大会議室（収容人数24人）
　　　　　中会議室（収容人数16人）
　　　　　小会議室（収容人数６人）
料　　金　利用する会議室の広さや時間帯などに
　　　　　より異なります。詳しくは、市ホーム
　　　　　ページをご確認ください。
駐車台数　28台（貸館利用者専用）

１階

２階
記事ID5059
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府
へ
の
納
付
金
も
増

　
答
申
の
内
容
は
、
２
年
連
続
と
な
る

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
「
や
む
を
得
な

い
」
と
す
る
も
の
。
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
理
由
は
、
府
へ
の
国
保
事
業
費

納
付
金
が
増
加
し
、国
保
準
備
基
金（
貯

金
）
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
国
保
は
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し

合
い
助
け
合
う
制
度
で
す
。
近
年
は
、

加
入
者
が
減
る
一
方
で
、
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
で
医
療
費
は
増
え
、

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
も
増
加
＝

グ
ラ
フ
①
。
こ
れ
に
よ
り
、
府
へ
の
納

付
金
も
増
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
基
金

を
活
用
し
て
収
入
を
補
填
し
、
保
険
料

を
令
和
５
年
度
ま
で
11
年
間
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
金
残
高

は
年
々
減
少
＝
グ
ラ
フ
②
。
国
保
を
安

定
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
、
令
和
６
年

度
に
や
む
な
く
保
険
料
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

負
担
の
急
増
に
配
慮

　
現
在
の
医
療
費
水
準
に
見
合
う
保
険

料
額
に
す
る
に
は
、
約
15
㌫
の
引
き
上

げ
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
物
価

高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
加

入
者
の
負
担
に
配
慮
。
引
き
上
げ
幅
が

大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
基
金
を
活

用
し
、
令
和
７
年
度
の
１
人
当
た
り
の

保
険
料
は
９
万
９
０
４
８
円
と
、
昨
年

比
10
・
17
㌫
増
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
内
訳
は
、
医
療
給
付
費
分

が
６
万
８
９
７
９
円
（
同
比
18
・
52
㌫

増
）、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
２
万

２
７
３
９
円
（
同
比
２
・
26
㌫
減
）、

40
〜
65
歳
が
対
象
の
介
護
納
付
金
分
が

２
万
４
８
９
８
円
（
同
比
10
・
65
㌫
減
）

で
す
。
な
お
、
保
険
料
の
府
内
統
一
化

な
ど
を
見
据
え
、
今
後
も
毎
年
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　
市
は
引
き
続
き
、
歳
出
削
減
と
保
険

料
収
納
率
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡邊博幸会長＝写真左＝から答申を受ける山崎市長

市
は
２
月
４
日
、
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の
運
営
に
つ
い
て
、

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
渡
邊
博
幸
会
長
）
に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

市
は
こ
の
内
容
を
尊
重
し
、
関
連
予
算
案
を
市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

ほ
て
ん

8,000

7,500

7,000

6,500

6,000

人 万円

（年度）

（年度）

加入者数と1人当たりの医療費の推移

45

40

35

30

25

加入者数 1人当たりの医療費

H30 R１ R２ R３ R４ R５

〈グラフ①〉

〈グラフ②〉

基
金
減
少
し
厳
し
い
財
政
状
況
続
く

10
・
17
㌫
引
き
上
げ
へ

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
料

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

億円

H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R５R４

国保事業費納付金

府全体の保険給付費等をまかな
うために必要な額を、市町村が
府に納付する負担金。納付額
は、各市町村の被保険者数や所
得水準、医療費水準などを考慮
して決められます。

国保準備基金残高の推移
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よ
く
働
く
ミ
ツ
バ
チ
を
１
０
０
匹
集

め
て
も
必
ず
一
定
の
割
合
は
サ
ボ
り
始

め
、
逆
に
サ
ボ
る
ミ
ツ
バ
チ
ば
か
り
集

め
た
ら
一
定
の
割
合
は
働
き
始
め
る

―

。
つ
ま
り
ハ
チ
や
ア
リ
な
ど
の
集
団

生
活
を
営
む
生
態
で
は
自
ず
か
ら

「
せ
っ
せ
と
働
く
」「
普
通
に
働
く
」「
あ

ま
り
働
か
な
い
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
そ
の
大
体
の
割
合
「
３
：

４
：
３
」
か
ら
「
サ
シ
ミ
↓
刺
身
」
の

法
則
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
で
待
遇
が

同
じ
で
あ
れ
ば
、
よ
く
働
く
ハ
チ
か
ら

不
満
が
出
て
き
そ
う
な
も
の
だ
が
、
ど

ん
な
に
真
面
目
な
ハ
チ
で
も
ず
っ
と
働

き
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
疲
労

時
の
交
代
要
員
と
し
て
普
段
は
働
か
ず

に
い
る
ハ
チ
の
存
在
が
、
持
続
的
な
組

織
運
営
の
上
で
は
欠
か
せ
な
い
と
の
説

も…

。
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と
こ
ろ
で
、
ミ
ツ
バ
チ
の
世
界
は
女

王
バ
チ
を
頂
点
と
す
る
専
制
社
会
の
典

型
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

全
体
に
よ
る
集
団
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

が
存
在
す
る
と
い
う
。
例
え
ば
女
王
バ

チ
を
含
む
群
れ
が
新
た
な
巣
に
引
っ
越

す
こ
と
を
「
分
蜂
」
と
い
う
が
、
新
天

地
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
死
活
に

か
か
わ
る
大
き
な
決
断
を
下
す
際
に

は
、
数
百
匹
の
〝
探
索
ハ
チ
〞
が
持
ち

寄
る
候
補
地
の
情
報
を
ハ
チ
独
特
の
ダ

ン
ス
で
共
有
し
〝
民
主
的
な
〞
数
の
論

理
で
決
議
す
る
と
い
う
。
こ
の
過
程
で

何
と
、
女
王
バ
チ
は
狭
い
部
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
蚊
帳
の
外
に
さ
れ
て
い
る
と

い
い
、
こ
れ
は
独
裁
的
な
指
導
者
に
よ

る
専
横
を
避
け
る
種
の
存
続
を
懸
け
た

知
恵
で
あ
る
と
か
。

ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
と
人
間
社
会
を
単

純
に
比
較
で
き
な
い
こ
と
な
ど
承
知
し

な
が
ら
も
、
人
類
が
永
い
時
間
と
大
き

な
犠
牲
を
払
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
民

主
主
義
を
、
自
国
第
一
主
義
や
保
護
主

義
を
声
高
に
掲
げ
て
一
蹴
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
台
頭
を
み
る
今
、
時
に
は
ミ
ツ

バ
チ
の
生
態
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
謙
虚

な
姿
勢
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。
そ
し
て

願
わ
く
ば
、
人
類
の
智
慧
が
少
な
く
と

も
ミ
ツ
バ
チ
よ
り
は
優
っ
て
い
る
と
信

じ
た
い―

。
山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

ミ
ツ
バ
チ
の
知
恵

ぶ
ん
ぽ
う

ま
さ ち

え

か

や

広報あやべ　　　　　　 2025.3

多
彩
な
活
動
で
活
性
化
図
る

五
泉
町
の
市
志
は
、
平
成
18
年
の
水

源
の
里
条
例
の
制
定
後
、
初
め
て
指
定

を
受
け
た
集
落
の
一
つ
。
清
流
・
上
林

川
の
支
流
で
あ
る
畑
口
川
の
上
流
部
に

位
置
し
ま
す
。

平
成
19
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
フ
キ

オ
ー
ナ
ー
制
度
を
皮
切
り
に
、「
ス
イ

セ
ン
と
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
丘
」
や
「
ど
ん

ぐ
り
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
整
備
、
農

作
物
の
収
穫
や
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体

験
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

多
様
な
活
動
を
展
開
。
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
、
都
市
住
民
と
の
交
流
事
業

を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
休
耕
田
を
活
用
し
て
有
機

栽
培
し
た
大
豆
を
使
い
、
み
そ
や
こ
う

じ
を
作
る「
市
志
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
。
新
た
な
特
産
品
の
開
発
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。伊
勢
晃
代
表
は「
当

面
の
目
標
は
、
市
志
産
大
豆
の
み
そ
の

販
売
。
事
業
を
軌
道
に
の
せ
て
、
地
域

の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
た
い
」
と
、
今

後
の
展
望
を
語
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
〝
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
〞

や
日
々
を
楽
し
く
暮
ら

す
コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

市
志

集落近くのミツマタ群生地。あやべ水源の里トレイルラ
ンのコースにもなっている

「市志大豆プロジェクト」として、昨年10月に開催
された枝豆の収穫祭。大豆作りには、毎回多数のボ
ランティアが参加している

7

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

胸の前で、両手同時に動かして
円を描く

両手の親指と人さし指を伸ばし
て、指先を向かい合わせる

今
月
の
手
話

暮
ら
し
、
生
活

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

無
関
心
が
差
別
を
助
長

講
師
の
本
江
さ
ん
は
、
自
身
が
受
け

た
結
婚
差
別
の
体
験
を
も
と
に
、
部
落

差
別
の
原
因
が
、
今
な
お
社
会
に
残
る

無
意
識
の
偏
見
や
思
い
込
み
に
よ
る
も

の
と
し
て
、
人
権
啓
発
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
自
身
の
活
動
拠
点
で
あ

る
三
重
県
で
起
き
て
い
る
差
別
の
現
状

に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
差
別
を
な
く

す
た
め
に
必
要
な
の
は
「
社
会
の
大
多

数
を
占
め
る
〝
無
関
心
〞
な
人
た
ち
を

反
差
別
行
動
者
（
差
別
を
な
く
す
た
め

に
努
力
す
る
人
）に
変
え
て
い
く
こ
と
」

と
語
り
ま
し
た
。
差
別
は
見
よ
う
と
し

な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。
差
別
の
実
態

を
知
ら
な
い
人
や
「
自
分
は
差
別
を
し

な
い
」
と
決
め
つ
け
る
人
は
、
誤
っ
た

情
報
を
信
じ
込
み
、
差
別
を
す
る
側
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
人
権
問
題
に
関
す
る
学

び
を
深
め
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
、
そ
し
て
、
差
別
を
「
し
な
い
」

で
は
な
く
「
許
さ
な
い
」
姿
勢
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
人
権
尊
重
の
輪
を

地
域
で
広
げ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
教
育
講
演
会

な
ぜ
部
落
差
別
に
つ
い
て
学
ぶ
の

〜
差
別
を
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　差
別
を
さ
れ
る
人
は
い
な
く
な
る
〜

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み
え
事
務
局
次
長

本
江
優
子
さ
ん

広報あやべ　　　　　　 2025.3

２
月
15
日
に
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）
で
開

催
さ
れ
た
講
演
会
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　綾部藩や九鬼氏に関係する資料のほか、江戸時代の綾部市
内に存在した山家藩や藤懸領に関連した展示も行います。

＜問い合わせ＞ 
　社会教育課（平日）☎(42)4328
資料館（土・日曜日、月曜日除く祝日）
　☎(43)1366　F(43)2134　住所：里町久田21番地の20

日　時　４月５、12日（土）、５月３日（土・祝）
　　　　　午前10時～、11時～、午後２時～、３時～
場　所　資料館横（屋外）
対　象　小学生以上
参加費　無料
その他　汚れてもよい服装でお越しください。
　　　　　※雨天中止

綾部市資料館春季企画展
「名探偵  土を掘る！～地面の下のミステリー～」

会　期 ３月25日（火）～５月18日（日）※月曜日は休館
時　間 午前９時～午後５時
場　所 資料館
入館料 無料

関連イベント

　実際の発掘調査の写真や出土遺物を使って説明をするほか、土器
の復元や実測道具の体験コーナーもあります。地面の下に眠る歴史
を知り、綾部の昔について楽しく学びませんか？

時 （ ） （ ）
発掘調査を体験しよう！親子でできる体験コーナー（20分程度）
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月の子育て行事4 ★は要予約

子育てねっと

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377

CoCoぷらす講座（Toy・トイ）
おやこde体操（リズム体操）
CoCoひろば（はじめましてのあそび）

５歳以上の子と保護者 
２歳～小学２年生の子と保護者（15組）
未就学の子と保護者

４月３日(木)
４月５、19日(土)
４月23日(水)

10:30～11:30
10:30～11:00
10:30～11:30

時 間 予約
★
★

日 程対 象イベント

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195

手遊び＆木のおもちゃで遊ぼう     
４月お誕生会＆お楽しみ      

未就学の子と保護者
４月14日(月)
４月21日(月)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022

みにみにはじめ     
こいのぼりをつくってあそぼう！     

未就学の子と保護者
４月15日(火)
４月22日(火)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845

ボールあそび
ふうせんあそび

未就学の子と保護者
４月17日(木)
４月24日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

※内容が変更になる場合があります

広報あやべ　　　　　　 2025.3

※各施設ファクスでの申し込み・問い合わせは、子育て支援課F(45)8825へ

相談・教室など

①助産師相談

②育児相談

③ぷくぷくひろば

④産後ママのリフレッシュケア

行 事 名 対　象 日　時

妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族

生後４カ月～就学前の乳幼児と保護者

妊婦、生後６カ月までの乳児と産婦、その家族

おおむね生後１～６カ月の乳児と産婦

４月８日(火)午前

４月19日(土)9:30～正午
（前後する場合があります）

４月２、９、16、23、30日(水)9:00～正午

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

４月25日(金)10:00～14:30 

場所：①②③保健福祉センター（青野町）、④あやべ温泉二王館（睦寄町）

Android用iPhone用
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あやちゃん健康だより ＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

広報あやべ　　　　　　 2025.3

あやちゃん健康ポイント抽選会を実施
応募者数593人！

飼い犬の「狂犬病予防注射」を受けましょう！

集合注射　市が４月に公民館などで実施します
個別注射　動物病院で実施します（４月１日以降）

あやべ温泉二王館

あやべ健康プラザ水夢

あやべ作業所

あやべ特産館

綾部ヘルシーウォーククラブ

カルビー京都工場

京都生活協同組合中丹支部

ＪＡ京都にのくに

ケーエスケー福知山支店

絵本カフェchouchouサクラティエ

５miche（サンクミッシュ）

サント機工

住友生命綾部支部

丹波歯科医師会

日東精工

プラスツーリスト

眼鏡市場綾部店

わたなべ治療院

あやバス

協賛団体 抽選賞品

　本年度のあやちゃん健康ポイント事業への参加者数は
963人で、このうち抽選には593人から応募がありました。
２月25日にＦＭいかるのスタジオ（西町一丁目）で公開抽
選会を行い100人が当選。皆さんおめでとうございます！

お住まいの市町村への飼い犬の登録

飼い犬への年１回の狂犬病予防注射

飼い犬に鑑札と注射済票をつける
かんさつ 集合注射の日程や料金など詳しい情

報は、市ホームページ＝右記二次元
コード＝に掲載しています

登録はこちらから 詳しくは
こちら

　綾部市健幸サポートアプリ
「AYATOCO」の運用がスタート
しました＝本紙２月号４面参照。
アプリを活用し、今後も楽しく健
康づくりに取り組みましょう！

アプリの登録を！

参加者
の声

・健康について考える時間が
増えました。

・意識して体力づくりができ
ました。

・健康を維持できて良かった
です！

記事ID5181

飼い主の義務 どちらかの方法で必ず受けましょう

温泉入浴券または大型迷路利用券（２回分）

施設利用券５回分（インボディ測定１回付）

濃口しょうゆ500ml、醤油ラスクセット

バラの苗

anello口金リュック

じゃがりこ・フルグラセット

ミックスキャロット１ケース 

彩菜館綾部店500円分商品券

明石のり２個セット

くるりんばあ夢

食パン１斤

QUOカード500円分

スマートウォッチ

大人用歯ブラシ１年分（12本）

ネックマッサージャー

旅行券3,000円

眼鏡一式（16,500円までの商品）

はりきゅう（美容はり含む）施術補助券1,500円分

あやバス回数券5,000円分

しょうゆ

む

※散歩中のフンは必ず持ち帰りましょう！



日
頃
の
悩
み
な
ど
を
相
談
し

ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
府
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の
い
る

家
族
が
持
つ
日
頃
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
15
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長

永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

ふ
る
さ
と
納
税
「
返
礼
品
」

市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
業
者

に
と
っ
て
は
新
た
な
販
路
開
拓
な

ど
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

登
録
要
件
／
市
内
に
事
業
所
が
あ

る
企
業
や
団
体
、
個
人
事
業
者
。

っ
て
か
ら
15
日
以
内
に
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
予
定

と
し
て
事
前
に
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
が
、
書
類
の
提
出
後
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
改
め
て
手
続
き

が
必
要
で
す
。
な
お
、
期
限
ま
で

に
提
出
が
な
い
場
合
は
、
児
童
手

当
が
減
額
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
記
事
Ｉ
Ｄ
４
７
２
７
）
を
確
認

す
る
か
、
子
育
て
支
援
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
２
５
２

F（
45
）８
８
２
５

予
約
が
１
年
前
か
ら
可
能
に

綾
部
商
工
会
議
所
は
４
月
１
日

か
ら
、
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
の
予
約
受
付

開
始
を
「
６
カ
月
前
」
か
ら
「
１

年
前
」
に
変
更
し
ま
す
。
予
約
の

空
き
状
況
や
利
用
料
、
申
請
書
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
同
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法
／
利
用
申
請
書
を
窓
口

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
。
電
話

で
の
仮
予
約
も
可
能
で
す
。

問
同
会
議
所

☎（
42
）１
９
２
０

F（
42
）１
６
８
０

得
（
１
月
分
か
ら
６
月
分
に
つ
い

て
は
前
々
年
中
の
所
得
）
な
ど
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類
の
ほ

か
、
離
職
し
た
人
は
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
学
生
は

学
生
証
か
在
学
証
明
書
（
４
月
１

日
以
降
の
証
明
）
な
ど
を
持
参
の

上
、
市
民
・
国
保
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
舞
鶴
年
金
事
務
所

☎
０
７
７
３（
78
）１
１
６
５

同
課

☎（
42
）４
２
５
３

児
童
手
当
の
大
切
な
お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
支
給
対
象
児
童
や

第
３
子
以
降
算
定
額
算
定
対
象
者

に
転
居
、
進
学
、
就
職
な
ど
の
異

動
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
に
児
童
手

当
受
給
者
で
あ
る
保
護
者
が
養
育

す
る
22
歳
以
下
の
子
ど
も
が
３
人

以
上
の
場
合
で
、
19
〜
22
歳
の
子

ど
も
が
い
る
人
は
「
監
護
相
当
・

生
計
費
の
負
担
に
つ
い
て
の
確
認

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
対

象
者
に
は
す
で
に
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
異
動
が
あ

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

令
和
７
年
度
国
民
年
金
保
険
料

令
和
７
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
７
５
１
０
円
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来

受
給
す
る
年
金
額
が
増
や
せ
ま

す
。１

年
分
の
納
付
書
は
、
４
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
。
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
郵
便
局
含
む
）
か
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。納
付
方
法
は
、

現
金
納
付
の
ほ
か
に
、
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、毎
月
納
付
の
ほ
か
、

６
カ
月
分
や
１
年
度
分
な
ど
ま
と

め
て
前
納
（
前
払
い
）
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
前
納
す
る
と
割
引

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険

料
を
免
除
（
猶
予
）
す
る
制
度
が
、

学
生
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
に
は
申
請
者
の
前
年
中
の
所

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

募
集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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市
内
で
生
産
・
製
造
し
て
い
る
商

品
や
市
内
の
原
材
料
を
使
用
し
て

い
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
も
の
。
お
礼
品
例
／
コ
メ

や
野
菜
、
肉
な
ど
。
日
用
品
や
工

芸
品
、
食
事
券
、
体
験
型
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
登
録
で
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課

☎（
42
）４
２
１
４

春
を
体
感
！
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行

こ
う
！

綾
部
の
自
然
や
歴
史
、

飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
／
開
催
日
の
３
日

前
17
時
ま
で
に
観
光
協
会
へ
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

海
上
保
安
官

海
上
保
安
庁
は
、
令
和
８
年
４

月
１
日
入
校
の
海
上
保
安
官
（
初

任
科
）採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
試
験
年
度
の
４
月
１

日
時
点
で
30
歳
未
満
の
大
学
卒
業

者
（
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
卒
業

見
込
み
含
む
）。
申
し
込
み
期
間

／
３
月
24
日（
月
）ま
で
。
第
１
次

試
験
／
５
月
25
日（
日
）。

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

京
都
府
警
察
官

京
都
府
警
察
は
、
第
１
回
京
都

文
化
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

綾
部
の
里
山
を
歩
く
　
小
畑
城
跡

を
め
ざ
し
て
＝
初
級
コ
ー
ス
／
植

物
や
生
き
物
を
観
察
し
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
歩
い
て
春
の
里
山
を
楽

し
む
約
８
㌔
。
日
時
／
４
月
５
日

（
土
）10
時
〜
15
時
ご
ろ
。
集
合
場

所
／
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

（
鍛
治
屋
町
）。参
加
費
／
２
千
円
。

最
小
催
行
人
数
／
２
人
。
定
員
／

10
人
。
大
栗
峠
＝
上
級
コ
ー
ス
／

昔
か
ら
多
く
の
人
が
往
来
し
た
歴

史
の
峠
道
を
歩
く
約
10
㌔
。
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
時
／
４
月

12
日（
土
）９
時
15
分
〜
16
時
ご

ろ
。
集
合
場
所
／
観
光
セ
ン
タ
ー

（
八
津
合
町
）。参
加
費
／
３
千
円
。

最
小
催
行
人
数
／
５
人
。
定
員
／

10
人
。
寺
山
と
四
尾
山
ゆ
っ
く
り

登
山
＝
中
級
コ
ー
ス
／
市
街
地
の

風
景
や
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
２

つ
の
低
山
を
歩
く
約
６
㌔
。
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
時
／
５
月

11
日（
日
）10
時
〜
15
時
ご
ろ
。
集

合
場
所
／
大
本
神
苑
駐
車
場
（
本

宮
町
）。
参
加
費
／
２
千
円
。
最

小
催
行
人
数
／
５
人
。
定
員
／
15

人
。
共
通
＝
雨
天
中
止
。
昼
食
や

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス
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府
警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

申
し
込
み
期
間
／
４
月
８
日（
火
）

正
午
ま
で
。
筆
記
試
験
日
／
５
月

11
日（
日
）。
別
日
程
で
口
述
試
験

等
も
あ
り
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署
警
務
係

☎（
43
）０
１
１
０

府
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
７
５（
４
１
５
）３
１
４
０

３
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
２
９
９
８
５
人
（
男
１

４
３
６
０
、
女
１
５
６
２
５
）。
世

帯
数
は
１
３
７
７
８
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

１
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

２
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
１
５
㌧
（
前
年
比
12
・
３

㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す
る

ご
み
は
50
㌧
（
同
32
・
７
㌫
減
）

で
し
た
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

広報あやべ　　　　　　 2025.3

▲詳しくは
　こちら

▲詳しくは
　こちら



そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
４
月
22
日（
火
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

■日
４
月
23
日（
水
）

■時
19
時
〜
20
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

４
月
22
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
み

必
要
。
定
員
50
人
。

■申
■問
市
立
病
院

☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

令
和
７
年
度
固
定
資
産
縦
覧
・
閲
覧

■日
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

■時
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■場
税
務
課

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■問
税
務
課

☎（
42
）４
２
４
４

綾
部
八
幡
宮
春
季
大
祭

「
お
田
植
式
奉
納
」

■日
４
月
６
日（
日
）

■時
10
時
〜

■場
綾
部
八
幡
宮
（
宮
代
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

さ
く
ら
祭
り

■日
４
月
６
日（
日
）

■時
10
時
〜
15
時

■場
山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問
山
家
公
民
館

☎（
46
）０
３
４
５

F（
46
）０
８
４
９

入
園
式
・
入
学
式

■日
４
月
８
日（
火
）＝
八
田
幼
稚
園

■日
４
月
９
日（
水
）＝
小
学
校

■日
４
月
10
日（
木
）＝
中
学
校

■場
■問
同
園
、
各
校

綾
部
市
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
会
式
兼
第
73
回
四
都
市
ス
ポ

ー
ツ
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
代
表
選
手
団
結
団
式

■日
４
月
16
日（
水
）

■時
19
時
〜

■場
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

■問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
42
）４
３
５
６

あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展

■日
４
月
27
日（
日
）〜
29
日（
火
・
祝
）

■時
９
時
〜
16
時

■場
由
良
川
花
庭
園
（
青
野
町
）

■問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
42
）９
０
３
０

F（
42
）９
０
２
９

足
利
尊
氏
公
忌
法
要

■日
４
月
29
日（
火・祝
）■時
10
時
〜
正
午

■場
安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問
安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
と
タ
ケ
ノ
コ
満

喫
ラ
ン
チ

■日
４
月
29
日（
火
・
祝
）

■時
10
時
〜
14
時

■場
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

治
屋
町
）

※

参
加
費
３
千
円
。
掘
っ
た
タ
ケ

ノ
コ
は
持
ち
帰
れ
ま
す

■問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

☎（
47
）０
０
４
０

F（
47
）０
０
８
４

あ
や
べ
丹
の
国
ま
つ
り

■日
４
月
29
日（
火
・
祝
）

■時
10
時
〜
15
時

■場
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青

野
町
）
ほ
か

■問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商
工
会

議
所
）☎（
42
）０
７
０
１

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
４
月
２
、
16
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
４
月
２
、
16
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
４
月
8
、22
日（
火
）■時
９
時
〜
17
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５

F（
22
）３
８
１
６

ひ
き
こ
も
り
出
張
相
談

■日
４
月
９
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488
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講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
4
〜
5
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
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■問
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

☎
０
９
０（
７
３
６
３
）８
５
３
０

人
権
相
談

■日
４
月
10
日（
木
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

空
き
家
相
談
会

■日
４
月
10
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。
先
着
２

組
。
申
し
込
み
は
４
月
３
日（
木
）

ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日
４
月
16
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
４
月
16
日（
水
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
４
月
17
日（
木
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
４
月
17
日（
木
）

■時
13
時
〜
17
時

■場
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

※

申
し
込
み
は
４
月
10
日（
木
）８
時

30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日
４
月
18
日（
金
）

■時
13
時
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

４
月
か
ら
予
約
制
に
変
更
。
申
し

込
み
は
４
月
11
日（
金
）８
時
30
分

〜
。
先
着
７
人
。
１
人
20
分

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日
４
月
21
日（
月
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
４
月
23
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
宮

町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

※

４
月
以
降
は
、
あ
や
べ
生
活
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）４
５
２
０
、

F（
45
）４
５
２
１
へ

交
通
事
故
相
談

■日
４
月
24
日（
木
）

■時
13
時
〜
15
時
30
分

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）、

舞
鶴
総
合
庁
舎
（
舞
鶴
市
）

※

４
月
か
ら
事
前
予
約
必
要

■申
■問
府
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
７
５（
４
１
４
）４
２
７
４

償
還
・
生
活
相
談

■日
４
月
25
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
宮

町
）

※

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た
人

対
象

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

※

４
月
以
降
は
、
あ
や
べ
生
活
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）４
５
２
０
、

F（
45
）４
５
２
１
へ

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
４
月
６
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
４
月
６
、20
日（
日
）■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

■日
４
月
３
、
10
、
17
、
24
日（
木
）

■時
19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

☎（
42
）４
２
４
６
、☎（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
子
育
て
支
援
に
》

中
丹
自
動
車
整
備
工
業
協
同
組
合

青
年
部
会

10
万
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

２
３
３
件

８
４
４
万
８
３
０
０
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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無
料
開
放

本
庁
舎
の
窓
口
延
長

広報あやべ　　　　　　 2025.3

子どもたちの見守りや指導、遊び等のサポート、保護者
対応、施設の環境整備、衛生管理など

仕事内容

勤務条件
勤務日数　週５（日祝休）
勤務時間　通常期間　13：30～18：30　
 　　　  　（勤務地によっては13：45～18：45）
長期学休期間 7：30～18：30の間で５時間～7.5時間
勤 務 地　綾部市内の小学校内

雇用形態
正 職 員
給与　月給 支援員資格あり  205,000円～（経験・能力により）
　　　　　 支援員資格なし  201,500円
福利厚生　各種社保完備・交通費支給

その他休日
有給休暇、慶弔休暇、産前産後休業、育児休業、介護休業

綾部市放課後学級支援員募集

支援員の
お仕事

子どもたちが安心して過ごせる
あたたかな居場所を

いっしょにつくりませんか

４月採用

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団
京都市伏見区京町10丁目11－1（京都エリア採用担当／田代）

応募：まずは下記までご連絡ください。
　　　（面接は綾部市内で実施致します）
　　　☎075－647－8010
　　　（センター事業団・京都事務所）

臨時職員も同時募集！
（４月以降の小学校 春・夏・冬の長期休業中）

時　　給　1,387円
勤務時間 午前７：30～18：30のあいだで
　　　　　相談に応じる
※労働者協同組合法人となりますので、出資が必要
　ですが、退職時に全額返金します。
　（入団時に一括５万円、あるいは１万円×５か月の
　分割等）

館17
時

〜
18
時

０
３
０

長

中）

のあいだで

時０

タ
担

く
致
0
務

円

出資が必要

ター事業団
担当／田代）

ださい。
致します）
0
務所）

円×５か月の

要

団
）

）

の
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　市は２月22日、西町一丁目のあいセンターで「家族
で学BOSAI！」を開催。防災ママサークルままもりっ
こ代表で防災士の資格を持つ坂中綾香さんが講演しまし
た。災害が起きたときにどのように避難すればよいか、
何を用意しておく必要があるかなどを、水の要らない
シャンプーなどの実物を交えて説明。段ボールトイレの
組み立てや非常食の試食も行い「いざというときに備
え、事前に試しておいて、どのようなものか知っておく
ことが大切。家族間での連絡方法や避難場所も、普段か
ら話し合ってほしい」と日頃の準備の重要性を訴えまし
た。

家族で防災を考えよう

　３月５日、東京都千代田区で行われた「令和６
年度消防功労者消防庁長官表彰式」で、市消防団（白
波瀬博之団長）が竿頭綬を受章しました。竿頭綬は、
防災思想の普及、消防施設の整備等が特に優秀な
消防機関に贈られるもの。今年度の受章は、府内
で１機関のみです。また、永年勤続功労章を、消
防団から岩波平ブロック長が、消防本部から大島
秀一消防司令補、村上和史消防司令補がそれぞれ
受章しました。　

市消防団が竿頭綬を受章

広報あやべ　　　　　　 2025.3

　あやべ３０４０成人式が２月22日、青野町のあ
やテラス・ホールで開催されました。本年度30歳、
40歳となった同級生が集まり、旧友とのつながり
や絆を深め、改めてふるさとの良さを再認識でき
る機会を提供しようと同実行委員会（大槻冬樹委
員長）が企画。３回目となる今回は、市内外から
計49人が参加し、旧交を温めました。
　山崎市長の歓迎の言葉の後には、今年もあやべ
地域交流大使のシャンプーハットてつじさんが登
場し、くじ引きで選ばれた参加者10人と一問一答
形式で対談。「綾部市の好きなところは？」「どん
な部活をやっていましたか？」などのお題に参加
者が答えると、軽妙なトークで会場を盛り上げま
した。

30歳、40歳の節目に同級生との絆を再確認

かんとうじゅ

さん まる よん まる

1月12日に行われた消防出初式
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　東綾小中一貫校（鷹栖町）で２月19日、同
校の児童・生徒と台湾の台中市向上国民中学
校の生徒との交流会が行われました。この企
画は、教育旅行の誘致に取り組む府観光室か
ら声が掛かったことで実現。雪が降る中、台
湾の生徒30人と教職員ら５人が来校しました。
　東綾小中一貫校の生徒たちは、一緒に給食
を食べたり、音楽の授業で箏を演奏したりす
るなどして交流。中学２年生の谷川琉聖さん
は「英語でコミュ
ニケーションを取
れるいい機会にな
って楽しかった」
と笑顔で話しま
した。

東綾小中に台湾の中学生訪問

広報あやべ　　　　　　 2025.3

　市は２月21日、市役所で「あやべゼロカー
ボン表彰」の表彰式を開催しました。本年度
の最優秀賞は志賀郷杜栄（向田町）、優秀賞は
塚﨑里さん（11歳、寺町）が受賞。志賀郷杜
栄は市内産木材の活用を通じた森林整備や小
学生への森林体験学習の実施などに、塚﨑さ
んは麻を編んで作るエコたわしの普及にそれ
ぞれ取り組みました。塚﨑さんは「地球を守
りたいという思いで取り組んできたことが受
賞につながって良かった。これからも環境に
優しい行動を続けていきたい」と喜びました。

脱炭素への優れた取り組みを表彰

こと

　市興農会議（議長、山崎善也・綾部市長）
は２月16日、青野町のあやテラス・ホールで
フォーラム「明日の農には夢がある」を開催。
府中丹広域振興局農商工連携・推進課の岡田
幸大さんと農業・食品産業技術総合研究機構
の住田弘一さんがそれぞれ講演しました。岡
田さんは、近年頻発しているツキノワグマの
被害防止対策について紹介。「クマを寄せ付け
ないようにするためには、農作物は残さず収
穫することが大切」などと呼び掛け、参加し
た市内の農林業関係者ら118人は真剣な表情で
聞き入っていました。

クマの被害対策を考える

もりえい

りゅうせい






